
令和 3 年度事業報告書

Ⅰ 一般事項 

１．会員数 

会員区分 平成 29 年 平成 30 年 平成 31 年 令和 2 年 令和 3 年 令和4年 

名誉会員 2 2 2 2 2 2 

賛助会員 78 78 78 75 72 72 

団体会員 150 149 149 146 144 141 

正 会員 590 592 592 583 560 549 

合  計 820 821 821 806 778 764 

注）会員数は、各年とも 3 月 31 日現在。 

２．第 11 回社員総会 

 令和 3 年 5 月 27 日、東京都江東区の木材会館において、公益社団法人移行後の第 11 回社員

総会が開催された。出席者 333 名（委任状含む、定足数 281 名）にて、次の議案を審議、可決した。

また、令和 3 年度事業計画及び予算が報告された。 

(1) 令和 2 年度（R2.4.1～R3.3.31）事業報告及び決算報告に関する件

(2) その他

 報告：令和 3 年度事業計画及び予算に関する件 

 総会後、第 66 回木材加工技術賞、第 20 回市川賞の授与式に続き、（国研）森林研究・整備

機構森林総合研究所 原田寿郎氏による講演会「中高層・大規模建築物の木造化・木質化は

一日にしてならず」を開催した。 

また、下記のとおり各支部総会が開催された。 

○北海道支部総会 令和 3 年 4 月 30 日（金） （地独）北海道立総合研究機構林産試験場

○中部支部総会 令和 3 年 5 月 25 日(金) メール審議

○関西支部総会 令和 3 年 4 月 26 日（月） オンライン

○中国支部総会 令和 3 年 4 月 30 日（木） 有限会社一場木工所 

○九州支部総会 令和 3 年 4 月 27 日（火） 九州大学 
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３．理事会 

理事会は、下記のとおり開催された。 

 回 年 月 日 主 な 議 題 

45 令和3年 5月11日 入退会の承認に関する件 

 第66回木材加工技術賞・第20回市川賞決定に関する件 

 第11回社員総会上程議案に関する件 

 令和3年度各種資格認定委員会承認の件 

ホームページ委員承認の件

46 令和3年 9月14日 業務執行理事による職務報告 

入退会の承認に関する件 

 木材接着士規程、木材乾燥士規程、木材切削士規程に関す

る件 

47 令和3年12月17日 入退会の承認に関する件 

第21回木材切削士資格検定試験合格者決定の件 

第57回木材接着士資格検定試験合格者決定の件 

その他（第45回〝木材の実用知識″講習会、第67回木材加

工技術賞・第21回市川賞の推薦、令和4年度（第15回）海外

研究活動特別助成の公募） 

48 令和4年3月10日 業務執行理事による職務報告 

入退会の承認に関する件 

令和4年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

第12回社員総会の日時及び場所並びに議事に付すべき事項 

その他（第67回木材加工技術賞・第21回市川賞選考委員会

委員、令和3年度（第14回）海外研究活動特別助成の決定、

第40回記念年次大会実行委員） 

４．常任理事会 

常任理事会は 6 回開催された。 

５．編集委員会及び事業委員会 

機関誌「木材工業」編集委員会は 12 回開催された。 

    事業委員会は 1 回開催され、第 45 回〝木材の実用知識″講習会の企画・立案を行った。 

６．支部長会議・顧問懇談会 

支部長会議は令和 3 年 6 月 11 日にオンラインで開催された。 

顧問懇談会は令和 4 年 1 月 12 日に協会会議室で開催された。 
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Ⅱ 事業活動 

１．公益目的事業１（公１）： 

 木材加工・利用技術に関する調査・技術開発を行うとともに、学術大会（年次大会）・講習会・講演

会等の開催及び部会・委員会の活動を通じて学術の振興、技術の向上及び普及を図る。 

（１）学術大会（年次大会）の開催事業

 令和 3 年 9 月 29 日（水）、30 日（木）、北海道総合研究機構林産試験場を拠点に、第 39

回年次大会（旭川）がオンライン形式で開催された（参加者 123 名）。第 1 日目は、第 65 回木材

加工技術賞・第 66 回木材加工技術賞の受賞者講演、企画講演会が行われた。第 2 日目は、研究

発表（口頭発表 16 件、ポスター発表 21 件）が行われた。また、優秀発表賞及び優秀ポスター賞が

下記の研究発表に授与された。 

優秀発表賞  ：「近赤外空間分解分光法による木材のひずみ評価」 

    梶村太楠（名古屋大学） 他 3 名 

優秀ポスター賞：「鋼板添え板釘接合部のせん断性能に及ぼす釘配置の影響」 

    冨髙亮介（北海道総合研究機構林産試験場） 他 2 名 

  「京都府産木材の利用拡大に向けた流通段階における ICT 技術の活用 

 －木材検収及び原木段階での強度予測システムの現場への導入に向けた検討－」 

村山浩久（京都府農林技術センター） 他 5 名 

（２）講習会・講演会等開催事業

 本部、支部において令和 3 年度に実施した講演会、講習会等の事業は第１表のとおりである。 

（３）部会・委員会事業

 部会において実施した講演会・シンポジウムは第１表のとおりである。 

（４）調査・技術開発事業

林野庁委託事業「CLT 強度試験データの評価業務」を行った。 

２．公益目的事業２（公２）： 

 機関誌・図書の刊行、木材標本の製作・頒布及び顕彰事業を通じ、木材加工・利用技術の収集・

蓄積及び啓発啓蒙を行うとともに、収集・蓄積した専門技術をもとに専門技術者の育成と資格認定を

行い、木材産業の振興を図る。 

（１）機関誌の刊行事業

機関誌「木材工業」第 76 巻 5 号～第 77 巻 4 号を刊行し、会員に配布した。 

なお、76 巻 11 号は「大径材新時代－大径材を使いこなすための技術集－」として発刊した。 
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（２）木材加工技術に関する図書の刊行・頒布事業

 「日本の木材」、「北米の木材」、「木材の魅力・体力・底力」、「ウッドプラスチック」、「最新木材工

業事典[新版]」、「木材工業 USB（第 1 巻～第 73 巻を収録）」などの図書・USB を頒布した。 

（３）木材標本の製作・頒布事業

「日本産主要樹種木材標本」は、50 樹種を揃えた貴重な木材標本であり、残 1 セットである。 

（４）木材加工・利用技術の専門技術者の資格認定に関する事業

1)第 21 回木材切削士資格検定試験

令和 3 年 11 月 5 日、名古屋において実施した。受験者 9 名で、合格者は 8 名（合格率 89%）で

あった。登録者の総数は、501 名となった。 

2)第 57 回木材接着士資格検定試験

令和 3 年 11 月 26 日、旭川、東京、大阪、福岡において実施した。受験者 32 名（旭川 2

名、東京 14 名、大阪 13 名、福岡 3 名）で、合格者は 26 名（合格率 81%）であった。登録

者の総数は、4,524 名となった。 

（５）専門技術者を養成するための講習会を開催する事業

1)令和 3 年度木材切削講習会

令和 3 年 10 月 8 日～9 日、名古屋において開催し（第 1 表）、受講者総数は 29 名（一般 19

名、更新 10 名）であった。  

2)令和 3 年度木材接着講習会

令和 3 年 10 月 7 日～11 月 5 日の間に、旭川、東京、大阪、福岡において開催し（第 1 表）、受

講者総数は 65 名（一般：旭川 3 名、東京 17 名、大阪 12 名、福岡 2 名、更新：旭川 2 名、東京 12

名、大阪 11 名、福岡 6 名）であった。  

（６）顕彰事業

第 66 回木材加工技術賞を下記の業績に対して授与した。 

1)シラカンバを主とした道産材による黒毛和種肥育牛用粗飼料の開発と実用化

（地独）北海道総合研究機構林産試験場 檜山 亮 氏 

（株）エース・スクリーン 中井真太郎 氏 

雪印種苗（株） 阿部健太郎 氏 

帯広畜産大学   口田圭吾 氏 

第 20 回市川賞の該当者はなかった。 

３．その他の事業（相互扶助等事業）： 

（１）海外研究活動特別助成事業

応募はなかった。 
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